
 

  

令和５年度 学校評価報告書（実施結果） 
 

 視点 
４年間の目標 

（令和２年度策定） 
１年間の目標 

取組の内容 校内評価 学校関係者評価 

（３月22日実施） 

総合評価（３月31日実施） 

具体的な方策 評価の観点 達成状況 課題・改善方策等 成果と課題 改善方策等 

１ 
教育課程 
学習指導 

①学力向上と高いレ
ベルでの進路希望
実現に向け、新た
な教育課程を編成
するとともに、不
断のカリキュラ
ム・マネジメント
により授業改善・
教育活動の充実に
取り組む。 

 
②知識の習得ととも
に、生徒の主体的
に学ぶ意欲を高
め、自ら課題を発
見し解決する探究
力や思考力・判断
力・表現力を育成
する。 

 
③学校行事や生徒会
活動等を充実さ
せ、生徒の主体的
行動、協働と創造
による取組を促進
する。 

 

②課題設定・情報の収
集・整理分析・まと
め表現という探究の
サイクルを活用して
より高度な思考力・
判断力・表現力を育
成する。 

 
③学校行事及び生徒会
活動を充実させ、主
体性、協働する力を
育成する。 

②各教科・科目の特性に
応じて体系的で幅広い
知識に触れさせながら
個々の進路希望を中核
におき主体的に学ぶ意
欲が高まる授業を展開
する。 

 
③計画的に生徒の意見を
聴取し、学校行事や学
校生活に反映させる。
また、学校行事、学校
生活を振り返らせ、よ
り良いものとなるよう
に主体的に関わり、協
働する力を育成する。 

②学習での気づきや他教
科とのつながりを記述
式により問う「生徒に
よる学習の自己評価」
の内容。「生徒による
授業評価」の内容。授
業での単元ごと等の振
り返りの内容。 

 
③生徒が学校行事や学校
生活について考え、意
見を出し、協働、創造
する機会ととらえ、実
施に向けた方策を十分
に考え、反映させるこ
とができたか。(担当
者評価・生徒アンケー
ト) 

②「生徒による学習の
自己評価」「生徒に
よる授業評価」の内
容からは積極的・主
体的に学習に取り組
む様子や教科間のつ
ながりに気付く様子
が見られ、探究のサ
イクルを構築してい
る姿が見られる。 

 
③学校行事について、
計画的に委員会や係
の会議を行い、生徒
が主体的に協働しな
がら、生徒の意見を
反映させることがで
きている。 

②探究のサイクルが
確かな基礎学力の
充実に裏付けられ
た進路希望の実現
につながるとは言
い切れない状況も
ある。より幅広い
視点からの支援方
針の確立が必要で
ある。 

 
③生徒の運営組織を
整理し、その役割
について充分周知
したが、学校全体
のための意見と個
人の意見がぶつか
る場面があった。
より緊密なコミュ
ニケーションによ
ってお互いの理解
を図っていく。 

③主体的で元気な生徒
を増やしてほしい。 

②生徒による評価結果
からも主体的に学習
に取り組み、探究的
な学びを通して思考
力・判断力・表現力
の育成につなげるこ
とができた。教育活
動のさらなる充実に
向け、ＩＣＴ等を有
効活用するなど、支
援の工夫に努めてい
く。 

 
③生徒が主体的かつ積
極的に学校行事等に
携わることで、豊か
な人間性や協働性を
育むことができた。
生徒主導のもと、学
校行事が運営できる
ようさらなる支援が
必要である。 

②教育活動の充
実に向けた支
援方策やＩＣ
Ｔの活用方法
を各教科等で
検討してい
く。 

 
③生徒主導で学
校行事を運営
していくため
の働きかけや
支援方策を検
討していく。 

２ 
（幼児・児童・） 
生徒指導・支援 

①学校生活のあらゆ
る場面で、社会規
範や自己管理能力
など社会人として
必要な資質を身に
付けさせる「人づ
くり」を行う。 

 
②部活動を通じて、
社会性や自主性、
協調性等を涵養す
る。 

 
③生徒一人ひとりの
個に応じた組織的
な相談・支援体制
を充実させる。 

①日々の授業や学校行
事、部活動等のなか
で、社会の一員とし
てのルールの理解
や、自分で考え行動
する力を身に付けら
れるよう取り組んで
いく。 

 
③生徒一人ひとりが相
談をしやすい環境作
りや相談体制の整備
をする。SC・SSWとの
連携を図り、生徒に
とってより良い支援
を実践していく。 

①総合的な探究の時間、
ＬＨＲ等を利用して道
徳的資質を身に付けさ
せる。また、学校行事
等での経験を通して、
心身の向上をはかる。 

 
③学校内での相談体制の
周知徹底を行う。日常
の中で、気付く変化を
共有し、支援へとつな
げる。また、SC・SSW
の来校に合わせて情報
共有し、生徒にとって
必要な支援へとつなげ
る。 

①社会人として必要な資
質を身に付けたか（生
徒自身の振り返り・教
員評価等） 

 
③相談体制が生徒にとっ
て視える形で整備され
ている。 

 SC・SSW との連携が図
られるとともに、情報
共有ができる体制作り
ができたか。 

①総合的な探究の時間
では、進路研究、地
域研究、ディベート
などを通して自分自
身を見つめなおし、
社会の一員としての
自覚を促した。種々
の学校行事を主体的
に取り組み仲間との
かかわりを通して心
身の成長につなげ
た。 

 
③SC 等への相談件数は
増えているので、生
徒への相談体制の周
知はできている。担
任含め、ＳＣ等の情
報発信をすすめてき
た結果だと考えられ
る。 

 連携等については、
情報共有に努めてい
るが現状ではなかな
かできていないと感
じている。SSWとの連
携も含め、情報の共
有をする場面が不足
していると感じる。 

 
 
 

①引き続き計画性を
もって、生徒の活
動が充実したもの
になるよう取り組
む必要がある。 

 
③相談件数が増える
一方で、相談を受
けられる人数にも
限界があるので、
緊急に相談が必要
な生徒への対応等
が求められる。 

 SSW へのつなぎ方や
どのような状況が
連携を勧めるべき
なのか判断が難し
い、もしくは基準
もないので、個別
の判断になるがそ
れらを丁寧に対応
していくことが必
要だと感じる。 

③SC、SSWの相談件数が
増えている。子ども
たちの居場所づくり
が必要である。ま
た、初期対応が大切
であり、担任や教科
担当との連絡体制が
確立できるとよい。 

①さまざまな教育活動
を通して社会規範を
身に付けるととも
に、他者とのかかわ
りを通じ、心身の成
長につなげることが
できた。引き続き、
社会の一員としての
自覚を促していきた
い。 

 
③生徒が相談しやすい
環境や相談体制は構
築できている。状況
に応じて、SC と SSW
への適切な支援へと
つなげていく必要が
ある。 

①学校行事や総
合的な探究の
時間の授業な
ど、さまざま
な場面を通し
て社会人とし
ての資質を身
に付けさせて
いくための機
会を作る。 

 
③SCとSSWのそ
れぞれの役割
について教職
員への周知に
努める。ま
た、生徒だけ
ではなく、保
護者や教職員
への支援も併
せて行ってい
く。 



 

 視点 
４年間の目標 

（令和２年度策定） 
１年間の目標 
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３ 進路指導・支援 

①国際社会や地域社
会で活躍できる高
い資質・能力を持
った人材を育成す
るため、学校外の
教育力も活用し
て、キャリア教
育、グローバル教
育を充実させる。  

 
②進路指導計画に基
づき、体系的な３
年間の進路指導プ
ログラムを実践
し、生徒の進路希
望を実現させる。 

①国際社会や地域社会
で活躍するための高
い資質・能力の基礎
となる力を身に付け
させる。 

 
②進路指導計画に基づ
き、体系的な３年間
の進路指導プログラ
ムを実践し、生徒の
進路希望を実現させ
る。 

①英語検定を準会場とし
て実施する。国内の短
期英語研修施設に２泊
３日の日程で希望する
生徒を派遣する。 

 
②大学見学や各種講座な
ど行い、進路目標を定
める機会を作る。先を
見据えた進路指導のプ
ロセスを明示し、探究
活動等を充実させる。
生徒のニーズに応じた
補習や講習を通し、進
路実現のための支援を
行う。 

①英検２級程度の力を身
に付けた生徒の割合。
短期研修の振り返りに
見られる満足度や達成
感。 

 
②生徒の進路目標を定め
ることができたか。第
一希望の実現に向けた
学力を向上させること
ができたか。希望する
進路先に入ることがで
きたか。 

①英語検定を準会場と
して実施した。英検
２級以上に合格した
生徒数→140名 
国内の短期英語研修
施設に46名が参加し
た。短期研修の振り
返りに見られる満足
度や達成感→100% 

 
②大学見学、大学出張
講義を通して、進路
目標に近づくことが
できた。日々の授業
の積み重ね、補習・
講習などを通して学
力向上させることが
できた。 

 

①進路実現への有効
性をより意識さ
せ、準会場だけで
はなく受験の拡充
を促すとともに、
英語科の協力によ
り合格率を上げる
取組の充実を図
る。 

 
②生徒の希望に更に
沿う大学選び、生
徒の希望に沿う大
学出張講義の講師
選びを充実させる
必要がある。 

②方針について保護者
に入学時に伝えると
ともに、１年次から
動機付けや気概を持
たせ、教員が先導し
ていく必要がある。
また、生徒や保護者
の希望も踏まえなが
ら、エントリー校と
しての目標を設定
し、基準に違和感を
感じるのであれば、
声を上げていくべき
である。 

①グローバル教育の充
実を図るため、英語
検定の積極的な受検
を推進し、その成果
を収めた。また、国
内の短期英語研修を
実施し、語学力の向
上に努めた。検定合
格率の向上に向け、
生徒の関心や意欲を
引き出す。 

 
②生徒の希望する進路
実現に向け、適切な
プログラムの実践に
従事することができ
た。国公立大学を受
験する生徒のニーズ
に応じたカリキュラ
ム編成の検討が必要
である。 

 

①検定の成果が
進路の実現に
結びつくこと
や、語学力を
高めること
で、職業選択
の幅が広がる
ことを伝えて
いく。 

 
②生徒の進路希
望や受験科目
を把握し、必
要に応じてカ
リキュラムの
改善を図って
いく。 

４ 地域等との協働 

①地域や家庭との連
携・協働による教
育活動を推進し、
地域・家庭の期待
や信頼に応える学
校づくりを進める 

 
②学校の魅力・特色
を伝えるため学校
の情報を積極的に
外部へ発信し、広
報活動の充実に努
める。 

①学校行事、生徒会活
動、部活動を中心
に、地域と連携した
活動に取り組み、豊
かな人間性を育む。 

 
②一人でも多くの方に
本校の魅力を発信す
るよう企画する。ま
た、昨年度より行っ
てきた学校 HP の充実
に引き続き努める。 

①生徒会、委員会、部活
動の活動を通じて、地
域との交流の機会を持
ち、地域の活性化を図
る。 

 
②本校から近い外部会場
で説明会を開催するこ
とを企画する。また、
学校HPの充実と同時進
行で、本校PR用のパン
フレットを製作する。 

①地域と連携し本校の魅
力を発信することがで
きたか。(担当者評価)
また、地域行事等への
参加ができたか。 

 
②昨年度よりも多くの来
場者に本校の魅力や特
色として幅広く発信す
ることができたか（担
当者評価）。 

①生徒会や複数の部活
動が地域の行事に参
加するなど地域の活
性化に貢献できてい
る。 

 
②本校から近い外部会
場で説明会を開催す
ることでき、多くの
来場者に本校の魅力
を発信することがで
きた。また、学校案
内発行とともに、学
校 HP を活用し、生徒
や部活動・PTA活動な
どの情報を発信する
ことができた。 

 

①今後も各団体の活
動状況を考慮しな
がら、本校の魅力
発信の方法や新た
に参加できる行事
等について検討を
重ねる。 

 
②学校広報活動をお
こなう上で、全職
員の協力のもと
で、さまざまな角
度から情報発信す
る体制を今後構築
していきたい。 

①学校は地震の際の避
難所になる。地域を
巻き込む必要があ
る。また、大学教授
による遺跡について
の講話や、文化祭で
の協働など、遺跡と
共存しながら教育活
動を行うとよい。 

①生徒が地域の行事に
積極的に参加するこ
とで豊かな人間性を
育むとともに、地域
活性化に貢献するこ
とができた。全校生
徒が地域との交流を
図れるよう努めてい
く。 

 
②学校説明会やパンフ
レットの作成などさ
まざまな PR 活動に注
力した。HP による積
極的な広報活動が課
題である。 

①北陵祭などで
地域との交流
活動を積極的
に行ってい
く。 

 
②HP の更新を
頻繁に行い、
絶えず新しい
情報を提供し
ていく。 

５ 
学校管理 
学校運営 

①研修など日ごろの
意識啓発により、
教職員一人ひとり
の危機管理意識を
高め、業務の共
有・協働・効率化
を進め不祥事を防
止する。 

 
②生徒が安心して学
校生活を送れるよ
う学習環境の整
備、防災体制の整
備に取り組む。 

 
③円滑で効率的な学
校運営のため、常
に検証・改善を重
ね、教員の働き方
改革に取り組む。 

 

①不祥事防止研修を通
し、教職員一人ひと
りの危機管理意識を
高める。業務以外に
おいても、互いに意
見を言い合えるなど
「風通しの良い職
場」を目指し、不祥
事を未然に防止す
る。 

①不祥事防止研修におい
て、自分事として考え
ることができるよう、
資料や形態を工夫す
る。不祥事防止研修以
外でも、不祥事につな
がる情報を共有し、不
祥事防止に関する共通
認識の醸成を図る。 

①不祥事を未然に防ぐこ
とができたか。 

①不祥事防止研修等に
おいて、不祥事につ
ながる情報を共有
し、不祥事防止に関
する共通認識の醸成
を図ることができ
た。 

 
 

①今後も、自分事と
して考えることが
できるような資料
や形態を工夫す
る。 

 ①定期的に不祥事防止
研修を実施し、危機
管理意識を醸成する
とともに、不祥事を
未然に防止するため
の職場環境の構築に
努めた。不祥事を自
分事として考えるた
めの研修の構成や資
料の工夫が必要であ
る。 

①不祥事防止に
ついて、教職員
が主体的に取り
組むようグルー
プ協議の設定な
どを検討してい
く。 

 


